
事務事業 事後評価シート（令和2年度実施事業）

事務事業名 町民スポーツ大会等開催事業
事業通番 4631

総合計画体系
政策№

施策№

5

5-3

政策名

施策名

学びあい未来を拓く人づくり

生涯スポーツの充実

581 419

区分

（１）事業費等の推移

平成17年度

保健体育費

-

事業費(千円)

210

-

210

31年度

166
地方債

県支出金

-

-

教育文化課

【成果指標】

継続

30年度

意図
(対象がどのような状
態になることを目指す

か)

B

□

-

-

スポーツを通して、体力の向上、町民相互の融和と連帯性の高揚及び町民スポーツの振興を図る。

・令和３年１月11日（月）小山スキー場にて第１回スキー教室を実施した。（第2回、第3回、スキー大会については新型コロ
ナウイルス感染症の拡大により中止となった。）
・令和２年６月７日（日）実施予定の町民スポーツ大会は新型コロナウイルス感染症の拡大により実施することができなかっ
た。

A

【事業実施の方向性】

【今後の改善方針】

210

現状維持

173

151

町民スポーツ大会等事業に参加することで体力の向上や、町民相互の融和が図れるため。

終了年度

体力の向上と町民相互の融和を図る。

B

一般会計

28年度(決算)

新型コロナウイルス感染症に対応した新たな視点での事業内容の見直しを図り、町民スポーツの振興を図る。
また、外部団体への委託及び外部団体での主催について、調整・検討する。

町民

210

-

３．最終評価

廃止・休止又は統合等を検討

成果

国庫支出金

成果の方向性

１．事業の概要

廃止・休止又は統合

上段：目標値　下段：実績値

-

予算科目

開始年度

事務事業の概要

改善して継続

単位

（２）指標の推移

-

A

29年度(決算)

-

活動実績

（３）活動実績及び成果

-

174

担当課名

□

788

対象（誰、何を）

-

目

人

2年度

30年度(決算)

コロナ禍のなかでも、町民の体力向上と町民相互の親睦を図ることができるように「スポーツ活動推進事業」とし
て、スポーツの推進を図る。

--

28年度

款

保健体育総務費

■

２．事業の実績

2年度(決算)

・小山スキー場にて１回のみの開催ではあったが、コロナ禍で運動する機会が少ない中、体力の向上と参加者相互の融和を図
ることができた。

（理由）

教育費

重点プロジェクト

なし

210

項

参加者数

会計

□

その他

成果
指標

-

29年度

28

一般財源

法令根拠、条例等

成果の考え方

668

31年度(決算)

668 788 581 419 151

生涯文化係担当係名



事務事業 事後評価シート（令和2年度実施事業）

事務事業名 スポーツ推進委員活動事業
事業通番 4638

総合計画体系
政策№

施策№

5

5-3

政策名

施策名

学びあい未来を拓く人づくり

生涯スポーツの充実

725 504

区分

（１）事業費等の推移

平成17年度

保健体育費

回

事業費(千円)

5

-

5

31年度

6
地方債

県支出金

3

2

教育文化課

【成果指標】

継続

30年度

意図
(対象がどのような状
態になることを目指す

か)

B

□

2

3

町スポーツ事業の企画・立案や各種事業の運営協力のためスポーツ推進委員を委嘱し、必要に応じて実技指導などを行う。

・令和２年度を通して、コロナ禍により、町・両沼・県・東北レベルでの各種スポーツ活動が中止・変更となった。
・スポーツ推進委員会を１回開催し、また、町スポーツ推進委員対象の研修会を１回開催した。

A

【事業実施の方向性】

【今後の改善方針】

5

現状維持

5

112

運営事業の協力や主催事業を開催することで、運動するきっかけを提供できる。

終了年度

町スポーツ事業の協力及び実技指導を行い、町民に対して運動するきっかけ作りを提供する。

B

一般会計

28年度(決算)

新型コロナウイルス感染症に対応した新たな視点での事業内容の見直しを図り、町民が運動するきっかけ作りを提供する。
また、総合型地域スポーツクラブとの連携の在り方を検討する。

スポーツ推進委員

5

3

３．最終評価

廃止・休止又は統合等を検討

成果

国庫支出金

成果の方向性

１．事業の概要

廃止・休止又は統合

上段：目標値　下段：実績値

3

予算科目

開始年度

事務事業の概要

改善して継続

単位

（２）指標の推移

-

A

29年度(決算)

3

活動実績

（３）活動実績及び成果

主催事業数

5

担当課名

□

1,086

対象（誰、何を）

3

目

回

2年度

30年度(決算)

コロナ禍においても、町民が運動するきっかけ作りの場を提供できるよう「生涯スポーツ振興事業」として事業推進
を図る。

--

28年度

款

保健体育総務費

■

２．事業の実績

2年度(決算)

・スポーツ推進委員会では、コロナ禍でのスポーツ活動の現状や注意するべき事項を確認した。
・研修会を通じて、スポーツ推進委員としての資質向上が図られた。

（理由）

教育費

重点プロジェクト

スポーツ基本法、会津美里町スポーツ推進委員条例

5

項

運営協力事業数

会計

□

その他

成果
指標

1

29年度

0

一般財源

法令根拠、条例等

成果の考え方

711

31年度(決算)

711 1,086 725 504 112

生涯文化係担当係名



事務事業 事後評価シート（令和2年度実施事業）

事務事業名 生涯スポーツ振興事業
事業通番 4639

総合計画体系
政策№

施策№

5

5-3

政策名

施策名

学びあい未来を拓く人づくり

生涯スポーツの充実

1,318 1,236

区分

（１）事業費等の推移

平成17年度

保健体育費

人

事業費(千円)

800

-

807

31年度

758
地方債

県支出金

293

305

教育文化課

【成果指標】

継続

30年度

意図
(対象がどのような状
態になることを目指す

か)

B

■

317

293

青少年スポーツや競技スポーツの振興を図る。

・青少年スポーツや競技スポーツの振興を図るため、会津美里町体育協会や会津美里町スポーツ少年団に対し補助金を交付し
た。
・会津美里町体育協会や会津美里町スポーツ少年団の会員や団員を募集するため、団体の活動内容を紹介するパンフレット作
製など支援を行った。

A

【事業実施の方向性】

【今後の改善方針】

800

拡充

756

955

体育協会会員数と町スポーツ少年団員数が増加することで、体力の増進や健康維持向上を図ることができる。

終了年度

体育協会会員やスポーツ少年団員の体力の増進・健康維持向上に貢献することにより、スポーツの推進を促す。

B

一般会計

28年度(決算)

体育協会会員やスポーツ少年団団員の確保に努めつつ、団体への加入メリットを明確にする必要がある。
また、運営が安定している団体については、補助金の在り方について検討し制度を見直していく。

町体育協会会員
町スポーツ少年団

800

300

３．最終評価

廃止・休止又は統合等を検討

成果

国庫支出金

成果の方向性

１．事業の概要

廃止・休止又は統合

上段：目標値　下段：実績値

300

予算科目

開始年度

事務事業の概要

改善して継続

単位

（２）指標の推移

-

A

29年度(決算)

296

活動実績

（３）活動実績及び成果

団員数

674

担当課名

□

1,407

対象（誰、何を）

293

目

人

2年度

30年度(決算)

会員や団員を増やすことで、町民の体力増進や健康の維持向上を図り、スポーツの振興を拡充する。

--

28年度

款

保健体育総務費

□

２．事業の実績

2年度(決算)

・新型コロナウイルス感染症拡大により、事業中止や活動が制限される中、スポーツ少年団や町体育協会への活動支援を行
い、青少年スポーツ及び競技スポーツの振興を図ることができた。

（理由）

教育費

重点プロジェクト

会津美里町生涯学習振興事業補助金交付要綱

800

項

体育協会会員数

会計

□

その他

成果
指標

259

29年度

659

一般財源

法令根拠、条例等

成果の考え方

1,386

31年度(決算)

1,386 1,407 1,318 1,236 955

生涯文化係担当係名



事務事業 事後評価シート（令和2年度実施事業）

事務事業名 ふれあいウォーク開催事業
事業通番 4643

総合計画体系
政策№

施策№

5

5-3

政策名

施策名

学びあい未来を拓く人づくり

生涯スポーツの充実

2,303 2,140

区分

（１）事業費等の推移

平成24年度

保健体育費

人

事業費(千円)

750

-

615

31年度

532
地方債

県支出金

750

455

教育文化課

【成果指標】

継続

30年度

意図
(対象がどのような状
態になることを目指す

か)

B

□

531

750

健康の維持、体力の増進を図るとともに、本町の豊かな自然や伝統ある歴史と文化にふれながら、家族のふれあいや参加者相
互の交流を深めるため、ウォーキングイベントを開催する。

・新型コロナウイルス感染拡大のため、ふれあいウォークを中止とした。

A

【事業実施の方向性】

【今後の改善方針】

750

現状維持

566

0

参加することで、体力の増進と参加者相互の交流が図られるとともに町のＰＲにもつながるため。

終了年度

ウォーキングイベントに参加し、体力の増進と参加者相互の交流が図られる。
町をＰＲする。

B

一般会計

28年度(決算)

新型コロナウイルス感染拡大に注意しながら、工夫（感染症対策、参加人数をに制限を設ける等）しながらイベントを実施する必要がある。

町民
町外申込者

750

750

３．最終評価

廃止・休止又は統合等を検討

成果

国庫支出金

成果の方向性

１．事業の概要

廃止・休止又は統合

上段：目標値　下段：実績値

750

予算科目

開始年度

事務事業の概要

改善して継続

単位

（２）指標の推移

-

A

29年度(決算)

410

活動実績

（３）活動実績及び成果

町外参加者数

597

担当課名

□

2,257

対象（誰、何を）

669

目

人

2年度

30年度(決算)

ウォークはすべての世代が日常生活の中で気軽にできる適度な運動であるため、今後は「スポーツ活動推進事業」と
して体力の増進と運動習慣の定着に寄与する。

--

28年度

款

保健体育総務費

■

２．事業の実績

2年度(決算)

・ふれあいウォークを中止としたため、体力の増進と参加者相互の交流は図られなかった。

（理由）

教育費

重点プロジェクト

会津美里町生涯学習振興事業補助金交付要綱

750

項

町内参加者数

会計

□

その他

成果
指標

0

29年度

0

一般財源

法令根拠、条例等

成果の考え方

2,057

31年度(決算)

2,057 2,257 2,303 1,326

814

0

生涯文化係担当係名



事務事業 事後評価シート（令和2年度実施事業）

事務事業名 市町村対抗スポーツ大会選手派遣事業
事業通番 4644

総合計画体系
政策№

施策№

5

5-3

政策名

施策名

学びあい未来を拓く人づくり

生涯スポーツの充実

2,269 2,147

区分

（１）事業費等の推移

平成17年度

保健体育費

位

事業費(千円)

80

-

75

31年度

81
地方債

県支出金

1

2

教育文化課

【成果指標】

継続

30年度

意図
(対象がどのような状
態になることを目指す

か)

B

□

2

3

県民の体力の向上とスポーツの振興、並びに各市町村のふるさとおこしに寄与することを目的とした、市町村対抗のスポーツ
大会
（福島県縦断駅伝競走大会、市町村対抗軟式野球大会、市町村対抗ソフトボール大会）への本町代表チームの参加に際し、各
スポーツ関係団体の協力を得ながら支援を行う。

・福島県縦断駅伝競走大会　強化練習（９月～１１月まで毎週水曜日・木曜日）、派遣委員会：２回開催、強化部会：３回
　強化選手４７名
・市町村対抗軟式野球大会　強化練習（８月、９月）、日程調整及び応援活動の支援等を実施　選手２８名
・市町村対抗ソフトボール大会　強化練習（９～１０月）、日程調整及び応援活動の支援等を実施　選手２４名

A

【事業実施の方向性】

【今後の改善方針】

80

現状維持

89

2,035

それぞれの大会で上位の成績を収めることにより、町民に対し感動と希望、スポーツの楽しさを伝える。

終了年度

県内市町村対抗の各種スポーツ大会に参加し、それぞれの大会で上位の成績を収める。

B

一般会計

28年度(決算)

町が主体となって運営する部分が多いが、町体育協会加盟団体での運営や応援体制等について効率化が図られるよう検討が必要である。
今後は、新型コロナウイルス対策を実施しつつ、選手の育成支援を図る。

①福島県縦断駅伝競走大会　会津美里町チーム
②市町村対抗軟式野球大会　会津美里町チーム
③市町村対抗ソフトボール大会　会津美里町チーム

80

1

３．最終評価

廃止・休止又は統合等を検討

成果

国庫支出金

成果の方向性

１．事業の概要

廃止・休止又は統合

上段：目標値　下段：実績値

1

予算科目

開始年度

事務事業の概要

改善して継続

単位

（２）指標の推移

-

A

29年度(決算)

2

活動実績

（３）活動実績及び成果

順位

89

担当課名

□

2,075

対象（誰、何を）

2

目

人

2年度

30年度(決算)

コロナ禍のなかでも、体育協会加盟団体等を中心に関係者が一丸となって競技に取り組み、スポーツの楽しさを伝え
るため、今後は「スポーツ活動推進事業」としてスポーツ活動の推進を図る。

--

28年度

款

保健体育総務費

■

２．事業の実績

2年度(決算)

・福島県縦断駅伝競走大会　出場全５０チーム中、総合１０位（町の部：３位）
・市町村対抗軟式野球大会　出場全５９チーム　１回戦敗退（２対３　富岡町）
・市町村対抗ソフトボール大会　出場全４８チーム　ベスト１６　１回戦勝利（８対０ 泉崎村）、２回戦勝利（７対０ 広野
町）、３回戦敗退（３対１２　三春町）

（理由）

教育費

重点プロジェクト

会津美里町生涯学習振興事業補助金交付要綱

80

項

強化選手数

会計

□

その他

成果
指標

3

29年度

99

一般財源

法令根拠、条例等

成果の考え方

2,369

31年度(決算)

2,369 2,075 2,269 2,147 2,035

生涯文化係担当係名



事務事業 事後評価シート（令和2年度実施事業）

事務事業名 体育施設維持管理事業
事業通番 4661

総合計画体系
政策№

施策№

5

5-3

政策名

施策名

学びあい未来を拓く人づくり

生涯スポーツの充実

48,148 52,969

区分

（１）事業費等の推移

平成17年度

保健体育費

人

事業費(千円)

4,000

-

4,323

31年度

3,950
地方債

県支出金

60,000

63,014

教育文化課

【成果指標】

継続

30年度

意図
(対象がどのような状
態になることを目指す

か)

B

□

84,859

84,000

生涯スポーツの振興を図るため体育施設の適正な維持管理を行う。

地域におけるスポーツの振興を図るため、体育施設の適正な管理運営に努めた。
高田・新鶴地域体育施設については、継続して指定管理委託をした。

A

【事業実施の方向性】

【今後の改善方針】

4,000

現状維持

3,861

46,359

利用者が安全かつ快適に各種スポーツを行えるよう、各施設の整備を行う。

終了年度

町民が安全で快適に利用できる。

B

一般会計

28年度(決算)

会津美里町公共施設等総合管理計画に基づく個別施設計画による施設の適正管理を行う。

町民

4,500

80,000

３．最終評価

廃止・休止又は統合等を検討

成果

国庫支出金

成果の方向性

１．事業の概要

廃止・休止又は統合

上段：目標値　下段：実績値

60,000

予算科目

開始年度

事務事業の概要

改善して継続

単位

（２）指標の推移

-

A

29年度(決算)

82,500

活動実績

（３）活動実績及び成果

延べ利用者数

3,094

担当課名

□

47,635

対象（誰、何を）

83,772

目

件

2年度

30年度(決算)

町民が安心・安全にスポーツ活動ができるよう町全体の社会体育施設についての整理計画を策定するとともに、施設
の適正管理に努める。

--

28年度

款

保健体育施設費

■

２．事業の実績

2年度(決算)

新型コロナウイルス感染拡大防止のため休館とした時期はあったが、３地域の体育施設において適正管理に努め町民にスポー
ツ活動の場を提供する事ができ生涯スポーツの振興が図られた。

（理由）

教育費

重点プロジェクト

会津美里町体育施設条例・会津美里町体育施設条例施行規則

3,500

項

利用件数

会計

□

その他

成果
指標

52,005

29年度

2,598

一般財源

法令根拠、条例等

成果の考え方

45,301

31年度(決算)

45,301 47,635 48,148 52,497

472

46,359

公民館担当係名



事務事業 事後評価シート（令和2年度実施事業）

事務事業名 スポーツ大会等出場選手激励金交付事業
事業通番 14014

総合計画体系
政策№

施策№

5

5-3

政策名

施策名

学びあい未来を拓く人づくり

生涯スポーツの充実

540 235

区分

（１）事業費等の推移

平成27年度

保健体育費

-

事業費(千円)

5

-

30

31年度

9
地方債

県支出金

-

-

教育文化課

【成果指標】

継続

30年度

意図
(対象がどのような状
態になることを目指す

か)

B

□

-

-

町民の社会体育の普及奨励と競技力の向上を図るため、日頃の社会体育活動の成果として各種スポーツ大会に出場する選手に
対し、激励金を交付する。

・出場種目及び人数（全国大会）
　スノーボード競技１名（成年）、ゴルフ競技１名（ジュニア）

A

【事業実施の方向性】

【今後の改善方針】

5

現状維持

6

60

東北大会以上の大会へ出場することが、競技スポーツの振興につながるため。

終了年度

競技スポーツの振興を図る。

B

一般会計

28年度(決算)

事業内容をホームページ等で周知し、選手の競技スポーツへの意高揚と奨励を進めることにより、社会体育の普及奨励と競技の向上を図る。

大会出場する町民

5

-

３．最終評価

廃止・休止又は統合等を検討

成果

国庫支出金

成果の方向性

１．事業の概要

廃止・休止又は統合

上段：目標値　下段：実績値

-

予算科目

開始年度

事務事業の概要

改善して継続

単位

（２）指標の推移

-

A

29年度(決算)

-

活動実績

（３）活動実績及び成果

-

9

担当課名

□

180

対象（誰、何を）

-

目

人

2年度

30年度(決算)

町民の社会体育の普及奨励と競技の向上を図るため、「生涯スポーツ振興事業」として激励を交付する。

--

28年度

款

保健体育総務費

■

２．事業の実績

2年度(決算)

コロナ禍であり各種大会が中止・延期となるなか、全国大会に２人が出場することで競技スポーツの振興につながった。

（理由）

教育費

重点プロジェクト

会津美里町スポーツ大会出場選手激励金交付要綱

5

項

対象大会出場者数

会計

□

その他

成果
指標

-

29年度

2

一般財源

法令根拠、条例等

成果の考え方

300

31年度(決算)

300 180 540 235 60

生涯文化係担当係名



事務事業 事後評価シート（令和2年度実施事業）

事務事業名 体育施設改修事業
事業通番 15253

総合計画体系
政策№

施策№

5

5-3

政策名

施策名

学びあい未来を拓く人づくり

生涯スポーツの充実

17,518 192,235

区分

（１）事業費等の推移

平成30年度

保健体育費

-

事業費(千円)

1

-

-

31年度

2
地方債

県支出金

-

-

教育文化課

【成果指標】

継続

30年度

意図
(対象がどのような状
態になることを目指す

か)

B

□

-

-

体育施設の老朽化等により、適切な施設の維持管理のため改修を行う。

ふれあいの森テニスコート夜間照明３塔を年次計画により改修した。

A

【事業実施の方向性】

【今後の改善方針】

1

現状維持

-

2,484

ふれあいの森テニスコート夜間照明設備を改修する。

終了年度

体育施設、照明設備を改修することで、町民がいつでも安心して利用できる環境を整備する。

B

一般会計

28年度(決算)

体育施設の維持管理のための事業については、次年度より「体育施設管理運営事業」として、施設の適正な維持管理、改修等実施していく。

ふれあいの森テニスコート夜間照明設備

-

-

３．最終評価

廃止・休止又は統合等を検討

成果

国庫支出金

成果の方向性

１．事業の概要

廃止・休止又は統合

上段：目標値　下段：実績値

-

予算科目

開始年度

事務事業の概要

改善して継続

単位

（２）指標の推移

-

A

29年度(決算)

-

活動実績

（３）活動実績及び成果

-

2

担当課名

□

対象（誰、何を）

-

目

ヵ所

2年度

30年度(決算)

今後の体育施設のあり方方針の検討も踏まえ、体育施設改修については、維持管理と併せ「体育施設管理運営事業」
として統括して取り組んでいく。

--

28年度

款

保健体育施設費

■

２．事業の実績

2年度(決算)

老朽化した施設の更新を行い利用者の利便性向上が図られた。

（理由）

教育費

重点プロジェクト

会津美里町体育施設条例・会津美里町体育施設条例施行規則

2

項

改修した体育施設の箇所

会計

□

その他

成果
指標

-

29年度

1

一般財源

法令根拠、条例等

成果の考え方

31年度(決算)

17,518 192,235 2,484

総務係担当係名


